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CERI 有害性評価書について 

 
化学物質は、私たちの生活に欠かせないものですが、環境中への排出などに伴い、ヒト

の健康のみならず、生態系や地球環境への有害な影響が懸念されています。有害な影響の

程度は、有害性及び暴露量を把握することにより知ることができます。暴露量の把握には、

実際にモニタリング調査を実施する他に、特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管

理の促進に関する法律  (化学物質排出把握管理促進法) に基づく化学物質の排出量情報の

活用などが考えられます。  

CERI 有害性評価書は、化学物質評価研究機構 (CERI) の責任において、原版である化学

物質有害性評価書を編集したものです。実際に化学物質を取り扱っている事業者等が、化

学物質の有害性について、その全体像を把握する際に利用していただくことを目的として

います。 

予想することが困難な地球環境問題や新たな問題に対処していくためには、法律による

一律の規制を課すだけでは十分な対応が期待できず、事業者自らが率先して化学物質を管

理するという考え方が既に国際的に普及しています。こうした考え方の下では、化学物質

の取り扱い事業者は、法令の遵守はもとより、法令に規定されていない事項であっても環

境影響や健康被害を未然に防止するために必要な措置を自主的に講じることが求められ、

自らが取り扱っている化学物質の有害性を正しく認識しておくことが必要になります。こ

のようなときに、CERI 有害性評価書を活用いただければと考えています。 

CERI 有害性評価書は、化学物質の有害性の全体像を把握していただく為に編集したもの

ですので、さらに詳細な情報を必要とする場合には、化学物質有害性評価書を読み進まれ

ることをお勧めいたします。また、文献一覧は原版と同じものを用意し、作成時点での重

要文献を網羅的に示していますので、独自に調査を進める場合にもお役に立つものと思い

ます。 

なお、化学物質有害性評価書は、新エネルギー･産業技術総合開発機構 (NEDO) からの委

託事業である「化学物質総合評価管理プログラム」の中の「化学物質のリスク評価および

リスク評価手法の開発プロジェクト」において作成したものです。 
 
 

財団法人化学物質評価研究機構 
                              安全性評価技術研究所 
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1．化学物質の同定情報 
 

酢酸ビニル 物質名 
ビニルアセテート、酢酸ビニルモノマー 

化学物質排出把握管理促進法 1-102 
化学物質審査規制法 2-728 
CAS登録番号 108-05-4 
構造式 

 
 

分子式 C4H6O2 

分子量 C4H6O2 

 

 

2．我が国における法規制 
 

法 律 名 項  目 
化学物質排出把握管理促進法 第一種指定化学物質 
消防法 危険物第四類第一石油類 
労働安全衛生法 危険物引火性の物 

名称等を通知すべき有害物 
指針を公表した化学物質 

海洋汚染防止法  有害液体物質 C 類 
船舶安全法 引火性液体類 
航空法 引火性液体 
港則法 引火性液体類 

 

 

3．物理化学的性状 
 

項   目 特 性 値 出   典 
外 観 無色液体 U.S.NLM:HSDB, 2003 
融 点 -93℃ Merck, 2001 
沸 点 72.7℃ Merck, 2001 
引 火 点 -8℃ (密閉式) IPCS,1999 ; NFPA, 2002 
発 火 点 402℃ IPCS,1999 ; NFPA, 2002 
爆 発 限 界 2.6～13.4 vol % (空気中)  IPCS, 1999 
比 重 0.932 (20℃/4℃) Merck, 2001 
蒸 気 密 度 2.97 (空気 = 1) 計算値 
蒸 気 圧 11.7 kPa (20℃)  U.S.NLM: HSDB, 2001 
分 配 係 数 log Kow = 0.73 (測定値)、0.73 (推定値) SRC:KowWin, 2003 
解 離 定 数 解離基なし  
土壌吸着係数 Koc = 6 (推定値)  SRC:PcKocWin, 2003 

水：20 g/L (20℃)   Merck, 2001 溶 解 性 
アルコール、エーテルなどの有機溶 Merck, 2001 

CH3C O

O

CH CH2
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媒：混和 
ヘンリー定数 51.8 Pa･m3/mol (20℃、推定値) SRC:PhysProp, 2002 
換 算 係 数 
(気相、20℃) 

1 ppm = 3.58 mg/m3 

1 mg/m3 = 0.279 ppm 
計算値 

そ の 他 重合しやすい NFPA, 2002 

 

 

4．製造輸入量・用途情報 (表 4-1、表 4-2) 
  

表 4-1 製造・輸入量等 (トン) 
年 1997 1998 1999 2000 2001 

製造量 576,015 581,341 593,882 588,786 608,212 

輸入量 44,905 29,183 28,989 20,441 8,433 

輸出量 10,816 38,376 54,672 71,131 98,860 

国内供給量 610,104 572,148 568,199 538,096 517,785 

出典：通商産業省 (1998-2000)、経済産業省 (2001,2002)、財務省 (2003) 

 

 

輸入量の減少及び輸出量の増加のため、国内供給量は減少傾向にある。 

 

表 4-2 用途別使用量の割合 

用途 
割合 

(%) 
使用方法及び製品例 

ポリビニルアルコール合成原料 68.3 繊維、紙、フィルム 
エチレン酢酸ビニル共重合体 (EVA) 原料 17.3 EVA 樹脂系ホットメルト形接着剤 

接着剤合成原料 11.7 

酢酸ビニル共重合樹脂系エマルジョン形接着剤 
酢酸ビニル共重合樹脂系溶剤形接着剤 
EVA 樹脂系エマルジョン形接着剤 

0.6 繊維加工用、捺染用糊、セロテープ、塗料 
酢酸ビニル共重合体原料 

0.2 ガムベース 
その他 1.9 化粧品原料 (共重合体の 1 成分) 

合計 100  
出典：製品評価技術基盤機構 (2003) 

 

 

5．環境中運命 

5.1 大気中での安定性 (表 5-1) 

 

               表 5-1 対流圏大気中での反応性 
対 象 反応速度定数 (cm3/分子/秒) 濃 度 (分子/cm3) 半減期 

OH ラジカル 2.5×10-11 (25℃、測定値) 5×105～1×106 10～20 時間 
オゾン 3.2×10-18 (25℃、推定値) 7×1011  4 日 
硝酸ラジカル データなし 

     出典：SRC, AopWin Estimation Software, ver. 1.90. (反応速度定数) 
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5.2 水中での安定性 

5.2.1 非生物的分解性 

25℃における加水分解半減期は、pH 7 では 140 日、pH 8 では 14 日と推定されている 

(SRC:HydroWin, 2003)。また、25℃、pH 7 では加水分解半減期は 7.3 日と推定され、pH の上昇

に伴い加水分解速度は速くなるとの報告もある (Mabey and Mill, 1978)。 

加水分解生成物については、ビニルアルコールと酢酸が推定される。なお、ビニルアルコー

ルは、酸化されやすく、水中ではアセトアルデヒドを経由して酢酸になると推定される。 

 

5.2.2 生分解性 

a 好気的生分解性 (表 5-2、表 5-3) 

 
表 5-2 化学物質審査規制法に基づく生分解性試験結果注) 

分解率の測定法 分解率 (%) 判定結果 
生物化学的酸素消費量 (BOD) 測定 90 
ガスクロマトグラフ (GC) 測定 100 
全有機炭素 (TOC) 測定 98 

良分解性 

被験物質濃度：100 mg/L、活性汚泥濃度：30 mg/L、試 験 期 間 ：2 週間 
注：揮発性物質用改良型培養瓶を用いて試験を実施。 

出典：通商産業省 (1988) 通商産業公報 (1988 年 12 月 28 日) 
 
 

表 5-3 その他の生分解性試験結果 

試験方法 被試験物

質濃度 
試験期

間 分解率 出  典 

海水由来の微生物を用いた試験 42％ 
下水由来の微生物を用いた試験 

不明 5 日 
51.3％ 

Takemoto et al., 1981

5 日 62% (BOD)馴化した下水由来の微生物を用い

た試験 
不明 

28 日 72%(BOD) 
Price et al., 1974 

19 日 27％ 下水由来の微生物を用いた生分解

性試験 (未馴化) 38 日 49％ 
馴化した下水由来の微生物を用い

た試験 

不明 

22 日 58％ 

Pahren and 
Bloodgood, 1961 

 

 

b 嫌気的生分解性 

メタン発生菌を用いた試験において、栄養分が充分存在している状態では、3 日の誘導期間

の後、完全に分解された (Chou et al., 1979)。一方、嫌気性汚泥を用いた試験では、約 1,700 mg/L

の酢酸ビニルが約 5 時間でほぼ完全にアセトアルデヒドと酢酸に生分解された (Nieder et al., 

1990)。 

 

以上のことから、酢酸ビニルは好気的条件下及び嫌気的条件下で生分解されると推定される。 
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5.3 環境水中での動態 

ヘンリー定数を基にした水中から大気中への揮散については、水深 1 m、流速 1 m/秒、風速

3 m/秒のモデル河川での半減期は 4 時間、水深 1 m、流速 0.05 m/秒、風速 0.5 m/秒のモデル湖

水での半減期は 4 日と推算される (Lyman et al., 1990)。土壌吸着係数 Koc の値 6 から、水中の

懸濁物質及び底質には吸着され難いと推定される。水に対する溶解度は 20 g/L (20℃)、蒸気圧

は 11.7 kPa (20℃) であり、ヘンリー定数は 51.8 Pa･m3/mol (20℃) である。 

以上のことなどから、環境水中に酢酸ビニルが排出された場合は、生分解及び揮散により除

去されると推定される。 

 

5.4 生物濃縮性 

調査した範囲内では、酢酸ビニルの生物濃縮係数 (BCF) の測定値に関する報告は得られてい

ない。しかし、オクタノール/水分配係数 log Kow の値 0.73 から酢酸ビニルの BCF は 3.2 と計

算されており (SRC: BcfWin, 2003)、水生生物への濃縮性は低いと推定される。 

 

 

6．環境中の生物への影響 

6.1 水生生物に対する影響 

6.1.1 藻類に対する毒性 (表 6-1) 

セレナストラムを用いた 72 時間生長阻害試験でのバイオマスで算出した EC50 は 8.78 mg/L、

NOEC は 2.10 mg/L、生長速度で算出した EC50 は 8.87 mg/L (24～48 時間) 及び 20.7 mg/L (24～

72 時間)、NOEC は 7.43 mg/L (24～48 時間) 及び 14.8 mg/L (24～72 時間) であった (環境省, 

2002a)。 

 

表 6-1 酢酸ビニルの藻類に対する毒性試験結果 
生物種 試験法/ 

方式 
温度 
(℃) 

エンドポイント 濃度 
(mg/L) 

文献 

淡水 
Selenastrum 
capricornutum1) 
(緑藻、ｾﾚﾅｽﾄﾗﾑ) 

OECD 
TG201 
GLP 
止水 

閉鎖系 

23±2  
72 時間 EC50 
24-48 時間 EC50 
24-72 時間 EC50 

72 時間 NOEC 
24-48 時間 NOEC
24-72 時間 NOEC

生長阻害 
ﾊﾞｲｵﾏｽ 
生長速度

生長速度

ﾊﾞｲｵﾏｽ 
生長速度

生長速度

 
8.78 
8.87 
20.7 
2.10 
7.43 
14.8 
(m) 

環境省, 2002a
 

(m): 測定濃度、閉鎖系: 試験容器や水槽にフタ等をしているが、ヘッドスペースはある状態 

1) 現学名: Pseudokirchneriella subcapitata 

 

 

6.1.2 無脊椎動物に対する毒性 (表 6-2) 

淡水甲殻類のオオミジンコを用いた 48 時間 EC50 (遊泳阻害) は 9.22 mg/L (環境省, 2002b)、海

産種のブラインシュリンプの 24 時間 LC50 は 45 mg/L (Price et al., 1974)であった。 
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長期毒性の試験データとしてオオミジンコの繁殖に対する 21 日間 EC50 は 1.72 mg/L、NOEC

は 0.317 mg/L であった (環境省, 2002c)。 

 

表 6-2 酢酸ビニルの無脊椎動物に対する毒性試験結果 

生物種 大きさ/ 
成長段階 

試験法/
方式 

温度

(℃)
硬度 

(mg CaCO3/L)
pH エンドポイント 濃度

(mg/L) 
文献 

淡水 急性毒性 
ND 止水 ND ND 8 24 時間 EC50 

遊泳阻害 
52 
(n) 

Bringmann & 
Kuhn, 1982 

ふ化後 
24 時間 

止水 20-22 70 7.6-
7.7

24 時間 LC50 330 
(n) 

Bringmann & 
Kuhn, 1977 

Daphnia magna 
(甲殻類、ｵｵﾐｼﾞﾝｺ) 

生後 
24 時間 
以内 

202 
GLP 

半止水

閉鎖系

20±1 ND 6.9-
7.9

48 時間 EC50 

遊泳阻害 
9.22 
(m) 

環境省, 2002b

海水 急性毒性 

Artemia salina 
(甲殻類、ﾌﾞﾗｲﾝｼｭﾘﾝ

ﾌﾟ) 

ﾉｰﾌﾟﾘｳｽ 
Ⅱ齢 

止水 24 ND ND 24 時間 LC50 45 
(n) 

Price et al., 
1974 

幼生 止水 15 ND ND 48 時間 LC50 100- 
1,000 

(n) 

Portmann, 
1972 

Crangon crangon 
(甲殻類､ﾌﾞﾗｳﾝｼｭﾘﾝ

ﾌﾟｴﾋﾞｼﾞｬｺ科) 
成体 半止水 15 ND ND 48 時間 LC50 100- 

1,000 
(n) 

Portmann & 
Wilson, 1971 

Ophryotrocha 
diadema 
(多毛類、ｺﾞｶｲ) 

ND ND ND ND ND 48 時間 LC50 35 
(n) 

Parker, 1984 

淡水 長期毒性 

Daphnia magna 
(甲殻類、ｵｵﾐｼﾞﾝｺ) 

生後 
24 時間 
以内 

OECD 
TG211 
GLP 

半止水

閉鎖系

20±1 252-284 7.6-
8.1

21 日間 EC50 

21 日間 NOEC 

繁殖 

1.72 
0.317 
(m) 

環境省, 2002c 

ND: データなし、 
(m): 測定濃度、(n):設定濃度、閉鎖系: 試験容器や水槽にフタ等をしているが、ヘッドスペースはある状態 

 

 

6.1.3 魚類に対する毒性 (表 6-3) 

淡水魚として、ファットヘッドミノー、ブルーギル、キンギョ、グッピー、メダカ等に対す

る毒性値が報告されている。その中で最小の 96時間 LC50は、メダカでの 2.39 mg/Lであった (環

境省, 2002d)。海水魚としては、ヌマガレイ類の 48 時間 LC50 が 100 mg/L 超の報告がある 

(Portmann, 1972; Portmann and Wilson, 1971)。 

調査した範囲内では、酢酸ビニルの長期毒性に関する試験報告は得られていない。 
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表 6-3 酢酸ビニルの魚類に対する毒性試験結果 
生物種 大きさ/

成長段階

試験法/ 
方式 

温度

(℃) 
硬度 

(mg CaCO3/L)
pH エンドポイント 濃度 1) 

(mg/L) 
文献 

淡水 
20 7.5 19.73- 

24.00 
3.8-6.4 

cm 
1.2 g 

APHA2)

止水 
25 

360 8.2 

96 時間 LC50 

35.75- 
39.19 

48 時間 LC50 18 170 8.6 

96 時間 LC50 14 
164 8.2 48, 96 時間 LC50 15 

ふ化後

1 日齢 
APHA 
止水 

25 

172 8.2 24-96 時間 LC50 14 

48 時間 LC50 17 164 8.2 
96 時間 LC50 15 

ふ化後

2 日齢 
APHA 
止水 

25 

172 8.2 24-96 時間 LC50 15 
48 時間 LC50 24 164 

 
8.2 

96 時間 LC50 23 
48 時間 LC50 27 

ふ化後

4 日齢 
APHA 
止水 

25 

156 8.3 
96 時間 LC50 26 
48 時間 LC50 22 24 7.5 
96 時間 LC50 20 

20 7.5 24-96 時間 LC50 24 
24-48 時間 LC50 42 362 8.1 
96 時間 LC50 41 

Pimepahales 
promelas 
(ﾌｧｯﾄﾍｯﾄﾞﾐﾉｰ) 
 
 
 
 

成魚 APHA 
止水 

25 

312 8.2 24-96 時間 LC50 44 

Pickering & 
Henderson, 
1966 
 
 
 

Lepomis 
macrochirus 
(ﾌﾞﾙｰｷﾞﾙ) 

3.8-6.4 
cm 

1.2 g 

APHA 
止水 

25 20 7.5 96 時間 LC50 18 

Carassius 
auratus 
(ｷﾝｷﾞｮ) 

3.8-6.4 
cm 

1.2 g 

APHA 
止水 

25 20 7.5 96 時間 LC50 42.33 
 

Poecilia 
reticulata 
(ｸﾞｯﾋﾟｰ) 

1.9-2.5 
cm 

0.1-0.2 g

APHA 
止水 

25 20 7.5 96 時間 LC50 31.08 

Pickering & 
Henderson, 
1966 
 
 

Leuciscus idus 
(ｺｲ科の一種) 

ND ND ND 19-21 ND 48 時間 LC50 26 Juhnke & 
Luedemann, 
1978 

Oryzias latipes 
(ﾒﾀﾞｶ) 

2.2 cm 
0.16 g 

OECD 
TG203 
GLP 

半止水 
閉鎖系 

24±1 27 7.3-
7.9 

96 時間 LC50 2.39 
(m) 

環境省, 2002d 

海水 
成魚 半止水 15 ND ND 48 時間 LC50 >100 Portmann & 

Wilson,1971 
Platichthys 
flesus 
(ﾇﾏｶﾞﾚｲ類 
ｶﾚｲ科) 

仔魚 止水 15 ND ND 48 時間 LC50 >100 Portmann, 
1972 

ND: データなし、 
(m): 測定濃度、閉鎖系: 試験容器や水槽にフタ等をしているが、ヘッドスペースはある状態 
1) 濃度の数値は指定のない限り設定濃度を示す、2) 米国公衆衛生協会 (American Public Health Association) テ
ストガイドライン 
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6.2 環境中の生物への影響 (まとめ) 

藻類に対する生長阻害試験ではセレナストラムを用いた 72 時間 EC50 は 8.78 mg/L (バイオマ

ス)、8.87 mg/L (生長速度、24～48 時間) であり、GHS 急性毒性有害性区分 II に相当し、強い

有害性を示す。生長阻害の NOEC は 2.10～14.8 mg/L (バイオマス及び生長速度)であった。 

無脊椎動物に対する急性毒性としては甲殻類のオオミジンコの 48 時間 EC50 (遊泳阻害) が

9.22 mg/L であり、GHS 急性毒性有害性区分 II に相当し、強い有害性を示す。長期の毒性試験

データとしてオオミジンコの繁殖に対する 21 日間 EC50 は 1.72 mg/L、NOEC は 0.317 mg/L であ

った。 

魚類に対する急性毒性はメダカを用いた 96 時間 LC50 が 2.39 mg/L であり、GHS 急性毒性有

害性区分 II に相当し、強い有害性を示す。魚類の長期の試験は行われていない。 

 

以上から、酢酸ビニルは、水生生物に対する急性毒性として藻類、甲殻類、魚類に対し GHS

急性毒性有害性区分 II に相当し、強い有害性を示す。長期毒性の NOEC は、藻類では 2.10 mg/L、

甲殻類では 0.317 mg/L である。 

得られた毒性データのうち、水生生物に対する最小値は甲殻類であるオオミジンコの繁殖を

指標とした 21 日間 NOEC の 0.317 mg/L である。 

 

 

7．ヒト健康への影響 

生体内運命（図 7-1）酢酸ビニルは血液中のエステラーゼによって速やかに加水分解され、

ビニルアルコールと酢酸になる。ビニルアルコールは極めて不安定な代謝中間体であり、速や

かにアセトアルデヒドとなり、肝臓で代謝され酢酸となる。酢酸は最終的に二酸化炭素に分解

され呼気中に排出される(Simon et al., 1985a)。 

高濃度暴露時にエステラーゼよる加水分解が飽和した場合には、酢酸ビニルの一部がグルタ

チオン抱合によって代謝されると考えられている (ECETOC, 1991; GDCh BUA, 1993)。 
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CO2

+
酢酸ビニル エステラーゼ

ビニルアルコール 酢酸

酢酸

肝臓

アセトアルデヒド

組織

 
図 7-1 酢酸ビニルの推定代謝経路 

 

 

7.1 疫学調査及び事例 

急性影響として、呼吸器や目に対する刺激性が認められた (Simon et al., 1985a ; Union Carbide, 

1958)。なお、慢性影響についての報告はない。 

 

7.2 実験動物に対する毒性 

7.2.1 急性毒性（表 7-1） 

実験動物に対する酢酸ビニルの急性毒性試験で経口投与による LD50 は、ラットで 1,600～

3,480 mg/kg、マウスで 2,900 mg/kg、吸入暴露の LC50 は、ラットで 1,480～3,010 ppm (4 時間)、

マウスで 1,480～3,010 ppm (4 時間)、ウサギの経皮適用による LD50 は 2,335 mg/kg である。 

吸入毒性試験の死亡例 (ラット、マウス、ウサギ、モルモット) のいずれにも呼吸困難、間

代性痙れんがみられ、肺障害により死亡したと報告されている (Smyth and Carpenter, 1973)。 

ウサギに 7～142 ppm を 40 分間暴露した試験で、71 ppm 群に中枢神経系の抑制、162 ppm 群

に中枢神経系の亢進がみられた (Bartenev, 1957)。 
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表 7-1 酢酸ビニルの急性毒性試験結果 
 マウス ラット ウサギ モルモット 

経口 LD50 (mg/kg) 2,900 1,600–3,480 ND ND 

吸入 LC50 (ppm) 1,480–3,010 (4 時間) 3,200–4,490 (4 時間) 2,511 (4 時間) 6,200 (4 時間) 

経皮 LD50 (mg/kg) ND ND 2,335–7,470 ND 
ND: データなし 
出典：DuPont, 未発表; Monsant, 1989; Spector, 1955-1959; Union Carbide, 1958,1973 

 

 

7.2.2 刺激性及び腐食性 

ウサギを用いた酢酸ビニルの経皮適用試験で、軽度の刺激がみられた。一方、原液 0.5 mL を

眼に適用した試験で、強度の刺激性が認められた (Union Carbide, 1958)。 

 

7.2.3 感作性 

モルモットの背部皮膚に酢酸ビニルの原液 (製品) を 9 回適用 (6 時間/回、3 週間) して感作、

最終感作の 2 週間後に酢酸ビニルの 25%アセトン溶液の適用により惹起した皮膚アレルギー性

試験（Buehler 法）で、6/20 匹に陽性の反応 (軽度の融合性紅斑あるいは中等度の紅斑) が得

られた。なお、重合禁止剤としてヒドロキノン (高濃度で皮膚感作性を示す) を 5 ppm 含むア

セトン溶液は陰性を示した (Vinyl Acetate Toxicol. Group, 1995)。 

 

7.2.4 反復投与毒性 (表 7-2) 

酢酸ビニルの反復投与毒性試験では、吸入経路において主として加水分解して生じたアセト

アルデヒドの刺激によると考えられる呼吸器系の影響が認められている。以下に重要なデータ

を記載する。 

雌雄マウスに酢酸ビニルを0、200、1,000、5,000 ppmの濃度で含む飲料水 (毎日調製) を13週

間与えた試験で、投与の影響は認められなかった。NOAELは5,000 ppmと報告されている (Gale, 

1980a)。 

雌雄ラットに酢酸ビニルを含む飲料水 (毎日調製) を13週間与えた試験で (初期濃度は0、

200、1,000、5,000 ppm、但し、1,000 ppm群の平均摂取量は雄: 680, 雌: 870 mg/kg 相当) で、5,000 

ppm群に摂餌量の低値、ごくわずかの体重増加抑制が認められたが、生化学的、病理組織学的

には影響は認められなかった(Gale, 1980b)。本評価ではNOAELを1,000 ppm (初期濃度) と判断

する。 

SDラット (1群雌雄各60匹) に酢酸ビニル0、50、200、600 ppm (0、179、716、2,148 mg/m3)

を6時間/日、5日/週、2年間吸入暴露した試験で、200 ppm以上の群に鼻腔嗅上皮の扁平上皮化

生と萎縮、基底細胞の過形成、600 ppm群に体重増加抑制、肺相対重量の増加、気管支上皮の

剥離、肺の色素貪食マクロファージの集積、脳、肝臓、腎臓、脾臓 (相対) 重量の減少がみら

れた。NOAELは50 ppm（179 mg/m3）と報告されている (Bogdanffy et al., 1994a; Owen, 1988)。 

 

よって、酢酸ビニルの反復投与毒性の NOAEL は、経口経路では飲料水に添加して SD ラッ
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トに 13 週間投与した試験の 1,000 ppm (雄: 680 mg/kg/日相当) である (Gale,1987)。吸入経路で

は主として加水分解して生じたアセトアルデヒドの刺激によると考えられる呼吸器系の組織変

化を指標に、ラットの 2 年間吸入暴露試験の 50 ppm (179 mg/m3) である (Bogdanffy et al., 1994a; 

Owen, 1988)。 

 

表 7-2 酢酸ビニルの反復投与毒性試験結果 
動物種等 投与方法 投与期間 投与量 結    果 文献 
マウス 

ICR 
雌雄 

10匹/群 

経口投与

(飲水) 
13 週間 0、200、1,000、

5,000 ppm 
(毎日調製) 
 

影響なし(血液学的、生化学的、器官重量、

病理組織学的)  
NOAEL: 5,000 ppm 

Gale, 1980a 

ラット 
SD 
雌雄 

10 匹/群 

経口投与

(飲水) 
13 週間 0、200、1,000、

5,000 ppm 
(毎日調製) 
段階的に増量 
1000 ppm は 
雄: 680, 雌: 
870 mg/kg/日
相当 

5,000 ppm: 摂餌量の低値、体重増加抑制 
(血液学的検査、生化学的検査、病理組

織学的検査に影響なし) 
NOAEL: 1,000 ppm 

（雄: 680, 雌: 870 mg/kg/日相当） 
(本評価書の判断) 

Gale, 1980b 

マウス 
雌雄 

5匹/群 

吸入暴露 4 週間 
6 時間/日 

5 日/週 

50 (10 日目か

ら 1,500)、 
150、500、1,000
ppm 
(179、537、
1,790、3,580 
mg/m3) 

濃度の増加に伴う体重増加量の抑制 
500 ppm 以上: 呼吸器系への刺激性 

Hazelton 
Laboratories 
Europe,1980b

マウス 
ICR 
雌雄 

10匹/群 

吸入暴露 13 週間 
6 時間/日 

5 日/週 

0、50、200、
1,000 ppm 
(0、179、716、
3,580 mg/m3) 
 
 
 

200 ppm 以上: 巣状肺炎及び鼻炎 
1,000 ppm: 体重増加量の抑制 

Owen, 1980a 

マウス 
ICR 
雌雄 

60匹/群 
 

吸入暴露 2 年間 
6 時間/日 

5 日/週 

0、50、200、
600 ppm 
(0、179、716、
2,148 mg/m3) 

200 ppm 以上: 
体重増加抑制、 
鼻腔嗅上皮の萎縮、粘液分泌腺の萎縮 

600 ppm: 
肺 (相対) 重量の増加、肝臓、腎臓、心

臓(相対) 重量の減少  
気管支上皮の剥離又は扁平化 
肺の色素貪食マクロファージの集積 
血液学的検査、生化学的検査: 異常なし 

NOAEL: 50 ppm (179 mg/m3) 

Bogdanffy et 
al., 1994a; 
Owen, 1988 
  

ラット 
雌雄 

5匹/群 

吸入暴露 4 週間 
6 時間/日 

5 日/週 

0、50 (8 日目か

ら 1,500)、 
150、500、1,000 
ppm 
(179、537、
1,790、3,580 
mg/m3) 

濃度の増加に伴う体重増加量の抑制 
500 ppm 以上: 呼吸器系の刺激性 

Hazelton 
Laboratories 
Europe,1980b

ラット 
SD 
雄 

5匹/群 

吸入暴露 4 週間 
6 時間/日 

5 日/週 

0、50、200、
600、1,000 ppm
(0、179、716、
2,148、3,580 

600 ppm 以上:  
呼吸上皮及び鼻腔嗅上皮の分裂細胞数

の増加 (5 回暴露以上で低下し、20 回暴

露では対照群と同程度)､ 

Bogdanffy et 
al., 1997 
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動物種等 投与方法 投与期間 投与量 結    果 文献 
mg/m3) 鼻腔嗅上皮の組織学的変化 

ラット 
SD 
雌雄 

10匹/群 

吸入暴露 13 週間 
6 時間/日 

5 日/週 

0、50、200、
1,000 ppm 
(0、179、716、
3,580 mg/m3) 

1,000 ppm:  
体重増加量の抑制 
ヘモグロビン量の増加 
肺胞炎の発現頻度の増加 

Owen, 1980b

ラット 
 
 

吸入暴露 10 か月間 
5 時間/日 

5 日/週 

2.8、28、140 
ppm 
(10、100、500 
mg/m3) 
 
 

2.8 ppm 以上:  
気管支上皮の扁平上皮化生 

28 ppm 以上:  
肝細胞の脂肪変性、滑面小胞体の増加、

毛細胆管の変化 

Czajkowska 
et al, 1986 
 

ラット 
SD 
雌雄 

60匹/群 

吸入暴露 2 年間 
6 時間/日 

5 日/週 

0、50、200、
600 ppm 
(0、179、716、
2,148 mg/m3) 

200 ppm 以上: 
鼻腔嗅上皮の扁平上皮化生と萎縮、基底

細胞の過形成 
600 ppm: 

体重増加抑制、肺相対重量の増加 
血中グルコース濃度低下 (雌) 
気管支上皮の剥離 
肺の色素貪食マクロファージの集積 
脳、肝臓、腎臓、脾臓 (相対) 重量の減

少 
血液学的検査: 異常なし 

NOAEL: 50 ppm (179 mg/m3) 

Bogdanffy et 
al., 1994a; 
Owen, 1988 

 

 

7.2.5 生殖・発生毒性 (表 7-3) 

経口投与で実施した生殖毒性試験では、F0 世代に体重増加抑制がみられた 5,000 ppm (雌: 760 

mg/kg、雄: 693 mg/kg 相当) 群で F1 世代に繁殖成績の低下がみられ、吸入暴露で実施した発生

毒性試験では、母動物に体重増加抑制がみられた 1,000 ppm (3,580 mg/m3) 群で胎児に体重減少、

頭臀長短縮、骨化遅延がみられている。 

 

表 7-3 酢酸ビニルの生殖・発生毒性試験結果 

動物種等齢 投与方法 投与期間 投与量 結    果 文献 
ラット 

SD 
F0世代: 1群

雄18匹 
雌36匹 

経口投与

(飲水) 
F0 世代の交配

開始の 10 週間

前から F2 世代

の離乳まで 

0、200、1,000、5,000 ppm
（雌: 0、30、152、760 
mg/kg 相当; 
雄: 0、28、139、693 mg/kg
相当） 

F0 世代: 
5,000 ppm 群：体重増加抑制 

F1 世代: 
5,000 ppm 群の児：体重増加抑

制 
5,000 ppm 群雄の交尾率の低

下に伴う妊娠率のわずかな

低下 (生殖器の病理組織学

的な変化なし) 
NOAEL: 1,000 ppm (雌: 152 

mg/kg、雄: 139 mg/kg相当) 
(本評価書の判断) 

Mebus et al., 
1995 

ラット 
SD 

1群雌23匹 

経口投与

(飲水) 
妊娠 6-15 日目 0、200、1,000、5,000 ppm

(0、716、3,580、17,900 
mg/m3) 

5,000 ppm 
母動物: 影響なし 
胎児: 影響なし 

NOEL: 母動物、胎児とも 
5,000 ppm (17,900 mg/m3)  
 

Hurtt et al., 
1995 
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動物種等齢 投与方法 投与期間 投与量 結    果 文献 
ラット 

SD 
1群雌24匹 

吸入暴露 妊娠 6-15 日目 
6 時間/日 

0、50、200、1,000 ppm 
(0、179、716、3,580 mg/m3)

1,000 ppm 
母動物: 体重増加抑制 
胎児: 体重の減少、頭臀長短

縮、骨化遅延 
NOAEL: 母動物、胎児とも 

200 ppm (716 mg/m3)  
(本評価書の判断) 

Hurtt et al., 
1995 

 

 

7.2.6 遺伝毒性 (表 7-4) 

in vitro では、ネズミチフス菌を用いた復帰突然変異試験では陰性であるが、ほ乳類の培養細

胞を用いる SCE 試験、突然変異性試験、染色体異常試験及び細胞形質転換試験でいずれも陽

性、一方、in vivo では、SCE 試験、小核試験でいずれも弱い陽性の結果が報告されている。よ

って、酢酸ビニルは遺伝毒性を有すると判断する。 

 

表 7-4 酢酸ビニルの遺伝毒性試験結果 
用量 結果  

試験名 試験材料 処理条件 
最低   最高 －S9 +S9 

文献 

復帰突然変

異試験 
ネズミチフス

菌 TA98、
TA100、
TA1535、
TA1537、
TA1538 

ND 1,000 
μg/plate 

－   － Florin et 
al., 1980; 
Lijinsky ＆ 
Andrews, 
1980; 
McCann, et 
al., 1975 

染色体異常

試験 
ヒト末梢血リ

ンパ球 (全血

及び単離培養) 

24 時間  21.5 mg/L 以
上 

 ＋  ND Jantunen et 
al., 1986 

CHO 細胞 24 時間 11～86 mg/L ＋    ＋ Norppa et 
al., 1985 

CHO 細胞 4 時間 26～430 
mg/L 

＋    ＋ Norppa et 
al., 1985 

ヒト全血リン

パ球 
48 時間 4.3～86 mg/L

 
＋     ND 

 
Norppa et 
al., 
1985,1988 

姉妹染色分

体交換試験 

ヒト全血リン

パ球 
48 時間 4.3～86 mg/L

(アセトアル

デヒド) 

＋    ND 
 
 

Norppa et 
al., 
1985,1988 

SOS クロモ

テスト 
大腸菌 
(Escherichia. 
coli PQ37) 

ND 0.13～0.86 
mg/mL 

－    － Brams et 
al., 1987 

in 
vitro 

DNA アルカ

リ溶出試験 
ヒトリンパ球 4 時間 

 
0、10、20 

mM 
－    ND 

 
Lambert et 
al., 1985 
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用量 結果  
試験名 試験材料 処理条件 

最低   最高 －S9 +S9 
文献 

ヒトリンパ球 DNA アルカリ

溶出した試験

後（4 時間），X
線 照 射 し て

DNA を分断し

た 

0、10、20 
mM 

＋     ND Lambert et 
al., 1985 

DNA 鎖 
切断,架橋 

ラットの呼吸

上皮及び嗅上

皮細胞 

１～2 時間 
 

5～75 mM
の濃度 

＋    ＋ Kuykendall 
et al., 1993

突然変異性

試験 
マウスリンパ

腫細胞 L5178Y 
ND ND ＋  ND Kirby, 1983

細胞形質転

換試験 
ハムスター培

養細胞 
(SA7/SHE) 

ND 125～2,000  
μg/mL 

＋  ND Casto et al., 
1977; 
Heidelberge
r et al., 
1983 

マウス 連続経口投与

（3 週間）  
200、400 
mg/kg 

－ Laib and 
Bolt, 1986; 
Simon et 
al., 1985b 

姉妹染色分

体交換試験 

マウス 腹腔内投与 
（21 時間） 

0、370、470、
560 mg/kg 

＋ 
 

Takeshita et 
al., 1986 

マウス 腹腔内１回投

与 
 
 

1,000 mg/kg
以上 

＋ 
 

Maki-Paakk
anen & 
Norppa, 
1987 

小核試験 

マウス 
雄 

腹腔内１回投

与（13 日） 
 

250 、 500 、

750 、 1,000 
mg/kg 

－ 
 

Laehdetie, 
1988, 1990

in 
vivo 

精子形態試

験 
マウス 
雄 

連日腹腔内投

与 
5 日間 

（3 及び 5 週

間） 

125、250、
500、750、
1,000 mg/kg 

  ＋ Laehdetie, 
1988, 1990

+：陽性、－：陰性、ND: データなし   
1) CHO: チャイニーズハムスター卵巣細胞 

 

 

7.2.7 発がん性 (表 7-5、7-6) 

IARC は、酢酸ビニルの代謝物であるアセトアルデヒドを実験動物に発がん性を示す十分な

証拠があるが、ヒトに対しては発がん性があると判断するには不適切な証拠であるとして、

グループ 2B (ヒトに対して発がん性がある可能性がある物質) に分類しており (IARC, 1987)、

酢酸ビニルについてはこの評価を考慮してグループ 2B (ヒトに対して発がん性がある可能性が

ある物質)に分類している (IARC, 1995)。 

労働省は、IARCが評価した翌年に酢酸ビニルに対して、上述のマウス及びラットの発がん性

試験 (日本バイオアッセイ研究センターで実施した) 結果に基づき、「動物におけるがん原性
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が確認された」ことを公表している (労働省, 1996)。 

 

表 7-5 国際機関等での酢酸ビニルの発がん性評価 
機関/出典 分 類 分 類 基 準 

IARC (2002) グループ 2B ヒトに対して発がん性がある可能性がある。 

ACGIH (2002) A3 ヒトへの関連性は不明であるが、実験動物で発が

ん性が確認された物質。 
日本産業衛生学会 (2002) － 2002 年現在発がん性について評価されていない。 
U.S. EPA (2002b) － 2002 年現在発がん性について評価されていない。 
U.S. NTP (2001) － 2001 年現在発がん性について評価されていない。 

 

 

吸入暴露での発がん性について明確な結論は得られていないが、飲料水中からの摂取 

(10,000 ppm) では、口腔、喉頭、食道及び前胃での扁平上皮がんや乳頭腫の発生が認められて

いる。 

 

表 7-6 酢酸ビニルの発がん性試験結果 
動物種等 投与方

法 
投与期

間 
投与量 結    果 文献 

 雄 雌 

群 0 1,000 5,000 0 1,000 5,000

観察数 14 13 13 37 37 37 

ジンバル腺
がん 

0 0 0 0 0 1 

口腔扁平上
皮がん 

0 0 1 0 0 1 

舌扁平上皮
がん 

0 0 1 0 1 3 

食道の扁平
上皮がん 

0 0 0 0 0 6 

前胃の扁平
上皮がん 

0 0 0 0 0 3 

胃の腺がん 0 0 1 0 0 1 
肺腺腫 2 2 3 3 6 6 

肺腺がん 2 2 2 0 1 1 
肝臓がん 3 4 2 0 0 0 

マウス 
ICR 

17 週齢 
雄 13-14 匹 
雌 37 匹 

経口投

与 
(飲水) 

78 週

間 
 
 

0、1,000、
5,000 ppm 

 

子宮の平滑
筋肉腫 

- - - 1 0 2 

Maltoni 
et al., 
1997 
 

雄 0 400 2,000 10,000
観察数 50 50 50 50 
口腔の扁平上皮がん 0 0 0 13 
口腔の扁平上皮乳頭腫 0 0 0 4 
食道の扁平上皮がん 0 0 0 7 
前胃の扁平上皮がん 1 0 0 7 
前胃の扁平上皮乳頭腫 0 0 0 2 
喉頭の扁平上皮がん 0 0 0 2 
雌 0 400 2,000 10,000
観察数 50 50 50 49 
口腔の扁平上皮がん 0 0 0 15 
口腔の扁平上皮乳頭腫 0 0 0 3 

マウス 
BDF1 
6 週齢 
雌雄 

50 匹/群 
 
 
 
 
 
 
 
 

経口投

与 
(飲水)  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

104 週

間 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

0、400、
2,000、

10,000 ppm
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

食道の扁平上皮がん 0 0 0 1 

労働省, 
1996 
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動物種等 投与方

法 
投与期

間 
投与量 結    果 文献 

食道の扁平上皮乳頭腫 0 0 1 0 
前胃の扁平上皮がん 0 0 0 3 
前胃の扁平上皮乳頭腫 0 0 0 1 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
喉頭の扁平上皮がん 0 0 1 1 

雄 0 400 2,000 10,000

観察数 50 50 50 50 

口腔の扁平上皮がん 0 0 0 5 

口腔の扁平上皮乳頭腫 0 0 0 2 
雌 0 400 2,000 10,000

観察数 50 50 50 50 

口腔の扁平上皮がん 0 1 1 3 

ラット 
F344 

6 週齢 
雌雄 

50 匹/群 

経口投

与 
(飲水) 

104 週

間 
0、400、
2,000、
10,000 ppm 

食道の扁平上皮がん 0 0 0 1 

労働省, 
1996 

雄 0 1,000 2,500  

生存率 7/20 8/20 6/20  

肝臓の腫瘍性結節 0 4 2  
雌 0 1,000 2,500  
生存率 5/20 11/20 11/20  

肝臓の腫瘍性結節 0 0 6  

子宮の腺がん 0 1 5  

子宮の腺がん 
及びポリプ 

0 3 5  

ラット 
F344 

6-8 週齢 
雌雄 

20 匹/群 

経口投

与 
(飲水) 

100 週

間 
0、 
1,000、 
2,500 
ppm 

 

甲状腺 C-細胞の腺腫 0 2 5  

Lijinsky 
&  
Reuber, 
1983 

マウス 
ICR 
雌雄 

60匹/群 
 

吸入暴

露 
2 年間 

 
0、50、200、
600 ppm 
(0、179、
716、2,148 
mg/m3) 

600 ppm: 
肺の扁平上皮結節及び肺の扁平上皮がん (雄各1匹)。 

Bogdanff
y et al., 
1994a; 
Dreef-van 
der 
Meulen, 
1988 

雄 0 50 200 600 

観察数 59 60 59 59 

鼻腔の乳頭腫 0 0 1 4 

鼻腔の扁平上皮がん 0 0 0 2 

雌 0 50 200 600 
観察数 60 60 60 59 

鼻腔の扁平上皮がん 0 0 0 4 

ラット 
SD 

7 週齢 
雌雄 

60 匹/群 
 
 
 
 
 
 

吸入暴

露 
2 年間 0、50、200、

600 ppm 
(0、179、
716、2148 
mg/m3) 

喉頭の扁平上皮がん 0 0 0 1 

Bogdanff
y et 
al.,1994a 

 雄 雌 

群 0 1,000 5,000 0 1,000 5,000

観察数 38 37 49 48 44 48 

ジンバル腺

がん 
0 0 2 0 2 4 

口腔扁平上

皮がん 
0 0 10 0 0 9 

マウス 
ICR 
児数: 

雄 37-49 匹 
雌 44-48 匹 

 
 
 
 
 

飲料水 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

妊娠

12 日

目から

78 週

間 
(詳細

不明) 
 
 
 

0、 
1,000、5,000 
ppm 
 
 

 
 
 
 
 舌扁平上皮

がん 
1 0 7 0 0 12 

Maltoni 
et al., 
1997 
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動物種等 投与方

法 
投与期

間 
投与量 結    果 文献 

食道の扁平

上皮がん 
0 0 12 0 0 18 

前胃の扁平

上皮がん 
0 0 2 0 0 7 

胃の腺がん 1 0 0 0 0 1 
肺腺腫 6 6 11 6 3 11 

肺腺がん 1 0 2 0 1 3 
肝臓がん 10 8 17 1 0 2 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

子宮の平滑

筋肉腫 
- - - 0 2 4 

ラット 
SD 

6 週齢 
 

F0 世代: 
雄 18 匹、

雌 36 匹 
F1 世代 
雌雄 

60 匹/群 

経口投

与 
(飲水) 
毎日調

製 

2 世代 
 

F0 世

代: 
交配前

10 週

間及び

児の離

乳まで 
F1世代 
離乳後

104 週

間 

0 、 200 、

1,000、5,000 
ppm 
 
 

F1 世代 
5,000 ppm 群:  

体重増加抑制 (摂水量低下に伴う) 
腫瘍発生の増加なし 
症状、血液学的検査､尿検査、病理組織学的で異常な

し 
(口腔の扁平上皮がん: 雄 2 匹) 

NOAEL: 1,000 ppm 
 
F1 世代投与換算量 

雄: 0、10、47、202 mg/kg/日  
雌: 0、16、76、302 mg/kg/日相当 

Bogdanff
y et al., 
1994b 

 

 

7.3 ヒト健康への影響 (まとめ) 

酢酸ビニルはヒト及び動物血中及び組織中のエステラーゼによって加水分解され、速やかに

アセトアルデヒドと酢酸に代謝される。従って、代謝物アセトアルデヒド及び酢酸による健康

影響が発現する。 

実験動物に対する酢酸ビニルの急性毒性試験で経口投与による LD50 は、ラットで 1,600～

3,480 mg/kg、マウスで 2,900 mg/kg、吸入暴露の LC50 は、ラットで 1,480～3,010 ppm (4 時間)、

マウスで 1,480～3,010 ppm (4 時間)、ウサギの経皮適用による LD50 は 2,335 mg/kg である。 

呼吸器、眼、皮膚には刺激性を示す。 

感作性では、Buehler 法で、陽性の反応 (軽度の融合性紅斑あるいは中等度の紅斑) が得ら

れた。 

反復投与毒性では飲料水に添加してラットに 13 週間投与した試験で、5,000 ppm で摂餌量の

低値、ごくわずかな体重増加抑制がみられ、NOAEL は 1,000 ppm (雄: 680 mg/kg/日相当) であ

る。吸入経路では主として加水分解して生じたアセトアルデヒドの刺激による呼吸器系の組織

変化が 200 ppm 以上の群にみられ、ラットの 2 年間吸入暴露試験の NOAEL は 50 ppm (179 

mg/m3) である。 

経口投与で実施した生殖毒性試験では、F0 世代に体重増加抑制がみられた 5,000 ppm (雌: 760 

mg/kg、雄: 693 mg/kg 相当) 群で F1 世代に繁殖成績の低値がみられ、吸入暴露で実施した発生

毒性試験では、母動物に体重増加抑制がみられた 1,000 ppm (3,580 mg/m3) 群で胎児に体重低値、

頭臀長短縮、骨化遅延がみられている。 
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遺伝毒性は in vitro では、ネズミチフス菌を用いた復帰突然変異試験では陰性であるが、ほ乳

類の培養細胞を用いる SCE 試験、突然変異性試験、染色体異常試験及び細胞形質転換試験で

いずれも陽性、一方、in vivo では、SCE 試験、小核試験でいずれも弱い陽性の結果が報告され

ている。よって、酢酸ビニルは遺伝毒性を有すると判断する。 

吸入暴露での発がん性について明確な結論は得られていないが、飲料水中からの摂取 

(10,000 ppm) では、口腔、喉頭、食道及び前胃での扁平上皮がんや乳頭腫の発生が認められて

いる。なお、IARC は、酢酸ビニルの代謝物であるアセトアルデヒドが実験動物に発がん性を

有すること及び動物培養細胞及び in vivo の遺伝毒性を根拠に酢酸ビニルをグループ 2B (ヒトに

対して発がん性がある可能性がある物質) に分類している。 
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